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   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 493/18    ＣＳＰ　
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   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月23日(2008.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の式の化合物
【化１】

　式中、Rは以下の基であり、
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【化２】

　ここで、R1は、H又は多様な官能基、例えばCOOH、OH、NH又はそれらの誘導体のひとつ
を含まないか又は含んでいるアルキル部分、シクロアルキル部分又はアリール部分であり
、
　R2は、H又は多様な官能基、例えばCOOH、OH、NH又はそれらの誘導体のひとつを含まな
いか又は含んでいるアルキル部分、シクロアルキル部分、又はアリール部分であり、
　R3は、酸性の官能基（例えばCOOH、SO3H）又は塩基性の官能基（例えば、１級、２級、
３級アミン）を有する置換基であり、且つR4がHであり；又は、R3がHであり、且つR4が、
酸性又は塩基性の官能基を有するアルキル、シクロアルキル、又はアリール残基であり；
又は、R4がHであり、且つR3が、エステル又はカルバメート残基であり、該残基が官能基
、例えばCOOH、OH、アミノ、又は糖部分を含んでいてもよく
　又は以下の式の化合物

【化３】

　式中、R5は、先に説明したRの置換基のひとつから選択される。
【請求項２】
　請求項１に記載の少なくともひとつの化合物と薬学的に許容可能な担体及び／又は賦形
剤とを含む薬品組成物。
【請求項３】
　R及びR1が構造６に示すものである、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　請求項３に記載の化合物と薬学的に許容可能な担体及び／又は賦形剤を含む薬品組成物
。
【請求項５】
　R及びR1が構造７に示したものである、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　請求項５に記載の化合物と薬学的に許容可能な担体及び／又は賦形剤とを含む薬品組成
物。
【請求項７】
　R及びR1が構造８に示すものである、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
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　請求項７に記載の化合物と薬学的に許容可能な担体及び／又は賦形剤とを含む薬品組成
物。
【請求項９】
　R及びR1が構造９に示されたものである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　請求項９に記載の化合物と薬学的に許容可能な担体及び／又は賦形剤とを含む薬品組成
物。
【請求項１１】
　R及びR1が構造１０に示されているものである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の化合物と薬学的に許容可能な担体及び／又は賦形剤とを含む薬品組
成物。
【請求項１３】
　R及びR1が構造１１に示されたものである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の化合物と薬学的に許容可能な担体及び／又は賦形剤とを含む薬品組
成物。
【請求項１５】
　R及びR1が構造１２に示されたものである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の化合物と薬学的に許容可能な担体及び／又は賦形剤とを含む薬品組
成物。
【請求項１７】
　R及びR1が構造１３に示されたものである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の化合物と薬学的に許容可能な担体及び／又は賦形剤とを含む薬品組
成物。
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